
人口減少社会における那覇市の施策について（沖縄大学学生アンケート）

【回答数】375件（アンケート実施期間：令和6年7月3日～7月22日）

調査結果

Q1　あなたの性別をお聞かせください。

電子 紙 合計

1．男性 22 165 187 49.9%

2．女性 130 56 186 49.6%

3．その他 0 2 2 0.5%

合計 152 223 375 100.0%

Q2　あなたの年齢をお聞かせください。

電子 紙 合計

1．20歳未満 81 93 174 46.4%

2．20～24歳 66 127 193 51.5%

3．25～29歳 0 3 3 0.8%

4．30～34歳 2 0 2 0.5%

5．35～39歳 1 0 1 0.3%

6．40歳以上 2 0 2 0.5%

合計 152 223 375 100.0%

回答数
選択項目 割合

選択項目
回答数

割合

1 / 10 ページ



Q3　あなたのお住まいをお聞かせください。

電子 紙 合計

1．那覇市内 64 107 171 45.6%

2．県内他市町村 88 116 204 54.4%

合計 152 223 375 100.0%

電子 紙 合計

浦添市 10 18 28 14.0%

うるま市 4 23 27 13.5%

豊見城市 15 11 26 13.0%

沖縄市 11 13 24 12.0%

糸満市 11 12 23 11.5%

宜野湾市 9 4 13 6.5%

南風原町 6 7 13 6.5%

西原町 5 6 11 5.5%

南城市 4 4 8 4.0%

八重瀬町 2 4 6 3.0%

県内その他（6町村） 11 10 21 10.5%

合計 88 112 200 100.0%

※未回答4件

Q3で「2．県内他市町村」を選択した場合は、お住まいの市町村名を下記にご記入く

ださい。

選択項目
回答数

割合

回答結果

（件数の多い順）

回答数
割合
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Q4　あなたの「出身地」をお聞かせください。

電子 紙 合計

1．那覇市 38 77 115 30.7%

2．県内他市町村 105 141 246 65.6%

3．県外 9 5 14 3.7%

合計 152 223 375 100.0%

Q4で「2．県内他市町村」を選択した場合は、市町村名を下記にご記入ください。

電子 紙 合計

うるま市 6 24 30 12.4%

浦添市 10 16 26 10.7%

沖縄市 14 12 26 10.7%

糸満市 10 14 24 9.9%

豊見城市 14 10 24 9.9%

名護市 6 9 15 6.2%

宜野湾市 7 4 11 4.5%

宮古島市 2 9 11 4.5%

西原町 4 7 11 4.5%

南風原町 6 5 11 4.5%

南城市 5 5 10 4.1%

読谷村 4 4 8 3.3%

県内その他（12市町村） 15 20 35 14.5%

合計 103 139 242 100.0%

※未回答4件

選択項目
回答数

割合

回答結果

（件数の多い順）

回答数
割合
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Q5　あなたは、大学卒業後などの近い将来、引っ越す予定がありますか。

電子 紙 合計

1．引っ越す予定はない 52 74 126 33.6%

2．那覇市に引っ越す予定（那覇市内にお

住まいの方が、市内で引っ越す場合も含

みます。）

7 10 17 4.5%

3．県内の那覇市以外の市町村に引っ越す

予定
19 9 28 7.5%

4．県外に引っ越す予定 18 28 46 12.3%

5．わからない 56 102 158 42.1%

合計 152 223 375 100.0%

電子 紙 合計

1．ご自身の就職のため 31 38 69 75.8%

2．ご自身の進学・卒業のため 1 5 6 6.6%

3．ご自身の結婚・出産のため 2 0 2 2.2%

4．ご家族の就職・転職・転勤のため 1 0 1 1.1%

5．ご家族・ご親族の就学のため 1 0 1 1.1%

6．ご家族・ご親族の都合（介護など） 6 1 7 7.7%

7．その他 2 3 5 5.5%

合計 44 47 91 100.0%

Q5-2で「7．その他」を選択した方は、下記にご記入ください。

電子 紙 合計

2 2 4

※未回答1件

Q5-2　Q5で「2・3・4」を選択した方にお伺いします。引っ越しの理由は何です

か。

回答数
回答結果

・県外で生活したいから

・実家に居るのが嫌だから。

・通学

・海外にワーキングホリデーに行くため

選択項目
回答数

割合

選択項目
回答数

割合
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Q6　「人口減少への対策」として、何が最も有効だと思いますか。

電子 紙 合計

1．子育て支援（待機児童解消、こども医

療費無償化、放課後児童クラブの環境整

備など）

109 175 284 75.7%

2．産業創造（企業誘致や創業支援による

雇用の創出、地元企業の競争力の維持・

向上など）

9 8 17 4.5%

3．人材育成の推進（幅広い世代のキャリ

ア形成や就労支援の推進など）
8 8 16 4.3%

4．安全安心快適なまちづくり（交通渋滞

の緩和、高齢者が安心して暮らせる環境

の整備など）

8 11 19 5.1%

5．まちの魅力向上（まちの魅力をPRし定

住者を促進、土地の高度利用（高層住宅

等）促進など）

6 9 15 4.0%

6．健康・長寿おきなわの復活（生活習慣

病予防につながる生活習慣の実践支援な

ど）

5 5 10 2.7%

7．協働によるまちづくり（ボランティア

人材のマッチング、校区まちづくり協議

会への支援など）

3 1 4 1.1%

8．その他 4 6 10 2.7%

合計 152 223 375 100.0%

選択項目
回答数

割合
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電子 紙 合計

4 5 9

※未回答1件

Q7　「若者の地元定着」への対策として、何が最も有効だと思いますか。

電子 紙 合計

1．子育て支援（待機児童解消、こども医

療費無償化、放課後児童クラブの環境整

備など）

29 52 81 21.6%

2．産業創造（企業誘致や創業支援による

雇用の創出、地元企業の競争力の維持・

向上など）

30 52 82 21.9%

3．人材育成の推進（幅広い世代のキャリ

ア形成や就労支援の推進など）
39 48 87 23.2%

4．安全安心快適なまちづくり（交通渋滞

の緩和、高齢者が安心して暮らせる環境

の整備など）

16 20 36 9.6%

5．まちの魅力向上（まちの魅力をPRし定

住者を促進、土地の高度利用（高層住宅

等）促進など）

29 40 69 18.4%

6．健康・長寿おきなわの復活（生活習慣

病予防につながる生活習慣の実践支援な

ど）

2 1 3 0.8%

7．協働によるまちづくり（ボランティア

人材のマッチング、校区まちづくり協議

会への支援など）

3 2 5 1.3%

8．その他 4 8 12 3.2%

合計 152 223 375 100.0%

Q6で「8．その他」を選択した方は、あなたの考える有効な施策を下記にご記入くだ

さい。

・賃金に関する回答【４件】

・市が主催の出会い(マッチング)など

・税金の低減

・子供を持つ親が安心して働ける（余裕）環境を社

会に構築すること

・子育て支援＋教育現場の改善＋若者の労働環境の

改善

回答数
主な回答

選択項目
回答数

割合

6 / 10 ページ



電子 紙 合計

4 7 11

※未回答1件

Q7で「8．その他」を選択した方は、あなたの考える有効な施策を下記にご記入くだ

さい。

・賃金増に関する回答【３件】

・公共交通機関の増加や大学費用の手当

・生活に不自由しない程度の収入を得られる職がな

い。子育てに対応した職場・サポート環境があるこ

と。

・安心安全な風土を保ちつつ、物価向上の中で取り

組める若者の支援プロジェクト的なもの

・経済の推進

・定住者を優遇する（例：駐車場代を10～20％負担

など）。

・若者が一度地元を離れても、また戻りたいと思う

ような環境をつくること。

・地元にない何かがあるから地元を離れると思うの

で、地元にない何かを作ればいいと思う。

回答数
主な回答
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電子 紙 合計

※「わからない」、「特になし」という回答は回答数に含めていません。

回答数
主な回答

【アプリの活用：22件】

病院予約、子どもの送迎、保育所の空き状況確認等

をアプリで出来るようにするなど。

【行政のデジタル化：21件】

・補助金等の申請や現況届等のデジタル化。

・子育て情報をデジタル化して提供する。

・子育てのオンライン相談など。

【医療のデジタル化：11件】

病院の予約・問診・受診をオンラインで出来るよう

にするなど。

【教育費無償化：7件】

義務教育以降の学費を無償化するなど。

【教育のデジタル化：6件】

・小学校の授業のデジタル化。

・給食費を電子マネーやＱＲコードで支払いできる

ようにするなど。

34 60 94

Q8　子育て支援について、那覇市では主に以下の施策を行っています。子育て支援

施策に、デジタル化を進めると良いと考えるものがありましたら、そのデジタル化

の案についてお聞かせください。
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電子 紙 合計

※「わからない」、「特になし」という回答は回答数に含めていません。

69

主な回答

【デジタルを活用した情報発信：17件】

・市の特産品や観光情報などをSNS・動画等を活用

して発信する。

・VR・ARを活用し、観光地を疑似体験できるよう

にする。

・最寄りの病院情報や緊急時の避難場所など防災情

報を取りまとめて、観光客が分かるようにするな

ど。

【起業支援：3件】

若者が起業しやすい支援など。

24 45

Q9　地域の経済振興について、那覇市では主に以下の施策を行っています。地域経

済振興施策に、デジタル化を進めると良いと考えるものがありましたら、そのデジ

タル化の案についてお聞かせください。

【地域クーポン・地域通貨の導入：11件】

市内で使用できるクーポンや市民限定のクーポンの

導入など。

【公共交通のデジタル化：4件】

・モノレール等の交通機関情報をアプリに詳しく載

せ混み具合も確認できるようにし、クーポンもあれ

ば便利。

・AI自動運転バスの運行など。

【デジタル基盤整備：4件】

・リモートワークの推進

・市内の観光地でフリーWi-Fiに接続すると、無料

で観光案内をしてくれる仕組みをつくるなど。

回答数
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電子 紙 合計

※「わからない」、「特になし」という回答は回答数に含めていません。

【健診などのデジタル化：8件】

オンラインで健診の予約や健康相談ができるなど。

【デジタルを活用した情報発信：8件】

・ウォーキング大会やリハビリ教室の様子を配信

・地域、自治会などの情報をスマホでまとめて見ら

れるようにするなど。

【ボランティアに関すること：7件】

ボランティア活動をしたい個人が、オンライン上や

アプリでどのような団体があるか確認しながら申し

込めるなど。

30 52

【イベントのデジタル化：6件】

・イベントをカレンダーのようにデジタルで把握で

きる

・地域のランニング大会にスマホで申し込めるな

ど。

【行政のデジタル化：6件】

・市役所に行かないといけないものをネット上で出

来るようにする。

・参加登録をオンライン化など。

【歩くとたまるクーポン：8件】

歩いた距離や歩数に応じてクーポンと交換できるな

ど。

【体を動かす：10件】

ウォーキング大会、スポーツ大会を開催するなど

回答数
主な回答

82

Q10　 健康づくり、協働によるまちづくりについて、那覇市では主に以下の施策を

行っています。デジタル化を進めると良いと考えるものがありましたら、そのデジ

タル化の案についてお聞かせください。
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